













































































































t 8分割 16分割 32分割 64分割
1／8
Q／8
R／8
S／8
10．67％
W．58％
V．52％
V．54％
3．99％
R．81％
R．01％
Q．89％
1．71％
P．63％
P．61％
P．46％
0．52％
O．50％
O．47％
O．43％
　次頁に、t＝1／4のときの近似解Uh（t，x，y）の様子を図示した。分割幅
が、htl／8，1／16，1／32，1／64と細かくなるにつれて、真の解へ近づいて行く
様子や、解の有限伝播性などがグラフから分かる。
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Porusmedium方程式に対する有限要素近似
は。（ま，μ）・ゲラ7
180E－1
160E－01
140E－el
1rOE－et
100E－O
e．00E－0
6．COE－o
400E－0
200E－O
000E＋00
b暫tn3匙昌25
へ5÷
e 9
　　　1．80E－0「
　　　160∈－Ol
　　　140ε一〇，
　　　，20Eイ｝1
　　　　100E－01
　Sg
　　　　ROOEイ】2
8
　　　　6．OOE－02
　　　　400E－02
　　　　2．00E－02
　　　　000E咽
b胴M4－t325
乱・÷
1
S17
S15
180EくOl
140Eくレ，
120E－01
100E－Ott
8°°ｩ
6’°°En！
4°°E→l
2慨一゜2
O，COE＋OO
b■rens　t；2s
孔；
蝋
⊥
3
。
Pt乙召
S31
8
㎞6驚＝25
　　．．〆
！／
昌
　n　頃
　t
－‘十
　　　　　　　　　　　s61
　　　　　　　　　　SsS
　　　　　　　　　S49
　　　　　　　　S4コ
　　　　　　s37
　　　　　s31
　　　S25
　S19
S書3
一51一
計算機センター年報　Vo］．20　1999
5　今後の課題
　未解決の問題として、
（1）空間多次元で領域の形状が一般の場合。
（2）非線形項uPを一般の単調増加関数f（u）に変更した場合。
（3）一様収束性の問題。
などがある。これらを今後の課題としたい。
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